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評価について（現状と課題） 

【事業の達成状況について（現状）】 

会計課の実施計画の事業数は「庁内共通事務」、「災害応急対策活動」を除き 8 事業

であり、各事業を適切に実施することができましたが、施策指標となっている資金運

用実績額（歳計現金）、資金運用実績額（基金）及び例月出納検査の指摘事項件数につ

いては、目標値を下回る結果となりました。 

 

【達成できた（できなかった）要因についての分析（課題）】 

資金運用実績としては、昨今の経済状況の影響により金利の低水準が続いているこ

とから、当初の目標を達成することが難しい状況となっております。 

例月出納検査の指摘事項件数については、前年度と比較して 7 件の増加となってお

りますが、異動時期に伴う決裁ルートの誤りによることが主な要因となっております。 

 

今後の方向性 

【政策・施策目標の達成に向けた各事業の今後の方向性について】 

公金の資金運用については、各課からの正確な収支予定を報告させることで資金計

画の精度を上げ、今後も安全性を最優先に、市財政にとって有益な運用を実施してい

きます。 

例月出納検査の指摘事項件数については、会計課での審査段階でも確認を徹底する

とともに、各課への注意や庁内の通知、研修等であらためて周知を図り、目標達成に

努めていきます。 

また、今後の事業として、現在口座振込のデータ伝送で利用しているＩＳＤＮ回線

のサービス提供が令和 6 年 1 月をもって終了することに加え、現在市の指定金融機関

となっている横浜銀行において、令和 4 年 1 月にフロッピーディスク等の媒体による

データ授受を廃止するとの決定がされているため、データ伝送の手法について、セキ

ュリティ、コスト等を精査し検討していきます。 


